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BSBブロッ ク 　 砂防えん堤工法

残土処理の減少

コ ス ト 縮 減

施工条件の緩和

資源循環型社会

へ の 寄 与

安 全 性 の 向 上

外部保護材の採用

●

●

●

●

●

●

掘削土砂及び施工現場周辺の現地発生土砂を躯体材料として使用するため、残

土処理が減少し 、運搬・ 処分費等の縮減が可能です。また、BSBブロッ ク 砂防

えん堤工法に使用するセメント 、及び現地発生土砂等の材料は、混合後の所要の

品質を満たさ れれば全て使用できます。よって、BSBブロック砂防えん堤工法を

採用する事で、搬出土砂を最小にする砂防工事の計画・ 設計・ 施工が可能です。

現地発生土砂とセメント を施工現場等で攪拌・ 混合し 躯体材料を製造するため、

材料費の縮減が可能です。また、この材料費の縮減と 前述した残土の減少に伴う

運搬費・ 処分費の縮減により 、建設コスト の縮減が可能です。

BSBブロック砂防えん堤工法は、工事用道路が設備されていなく とも索道等で施

工機械やセメント の搬入・ 搬出が可能で、現地発生材の採取・ 大礫の除去、スト ッ

クヤード 、混合ヤード 等の作業ヤード が確保できれば採用する事ができます。

掘削土砂のリサイクルが行え、土捨場の確保が不要と なります。また、建設機械

の使用量や掘削残土・ 型枠材料等の運搬回数を減少できるので騒音・ 振動・ 排

気ガスの発生を抑制できます。

市場性・ 汎用性の高い建設機械を使用した合理化・ 省人化施工であり 、保護ブロック使用

により 足場工等の危険箇所での作業人員を減少させることができ、安全性が向上します。

砂防ソイルセメ ント は、コンクリ ート と 比較すると 耐凍結結融解性や耐摩耗性

が低い材料であることから、BSBブロック砂防えん堤工法は、外部保護ブロック

を採用し 適切な対策を講じているため、土石流えん堤でも採用が可能です。

CO 2排出量、大幅削減！！

寸法図

※5 0 0 型： 気象作用・ 摩耗作用が比較的少ない場所（ 下流側）

   1 0 0 0 型： 気象作用・ 磨耗作用が特に激し い場所（ 上流側）

※上記以外の勾配も 受注生産し ています。
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製品参考重量  1055kg

特 長

(INSEM材使用)
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数量表

内部材の活用計画フ ロー

3 0

（ 1 0 0 ㎡当り ）

※1 .（ 　 ）内は製品1 個あたり の数量です。

※2 .勾配は0 分～9 分まで、1 分刻みで対応し ています。

規格

BSB

間詰保護コンクリ ート

形状寸法

5 0 0 型（ 2 .0 分）

10 0 0 型（ 垂直）

10 0 0 型（ 2 .0 分）

10 0 0 型（ 3 .0 分）

65 .3 6

6 6 .6 7

6 5 .3 6

6 3 .8 6

2 7.1（ 0 .414 ）

71.2（ 1.0 6 8 ）

70 .9（ 1.0 8 5 ）

70 .7（ 1.107 ）

個

個

個

個

㎥

㎥

㎥

㎥

5 0 0 型（ 2 .0 分）

10 0 0 型（ 垂直）

10 0 0 型（ 2 .0 分）

10 0 0 型（ 3 .0 分）

18 N -8 -4 0

18 N -8 -4 0

18 N -8 -4 0

18 N -8 -4 0

全数量 単位
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大型角ワッ シャ ー

ユニク ロメ ッ キ

D1 9 ×1 4 0 0（ SD3 4 5 ）

ユニク ロ メ ッ キ

プレート

1 5 0 ×1 5 0 ×9

ナッ ト

ユニク ロ メ ッ キ

プレ ート

3 .2 ×1 6 5 ×4 .5

ナッ ト

ユニク ロ メ ッ キ

穴角ボルト

ブロ ッ ク 背面プレ ート 取付

M 1 2 ×2 6

プレ ート 板

PL3 2 ×1 6 5 ×4 .5

丸ワッ シャ ー

M 1 2 用1 2 ×2 6 ×2 .3

イメ ージ図

BSBブロック構造

BSBブロッ ク 砂防えん堤工法は、土石流対策砂防えん堤を 構築する 際、現場において発生する 掘

削土砂を 、中詰め材と し て有効に再利用し た、砂防ソ イ ルセメ ン ト のINSEM 工法の上下流外部保

護材と し てBSBブロ ッ ク を 使用する 工法である 。

BSBブロッ ク は「 砂防ソ イ ルセメ ン ト 活用ガイ ド ラ イ ン 」に準拠し 、耐摩耗性、耐衝撃性を 配慮し

ている。また、自立型のブロ ッ ク 内にブロ ッ ク 高の半分の位置で間詰コ ンク リ ート を 打設打ち 継

ぎし て連結装置を 設置する こ と で、上流側厚み1 0 0 cm 、下流側厚み5 0 cm のコ ン ク リ ート に相当

する えん堤の外部保護材と 、中詰め材である砂防ソ イ ルセメ ン ト と の一体化を 図る 。さ ら に、高所

作業を 伴う 足場や型枠が不要で、工事の安全性・ 経済性の向上が期待でき る と と も に、下流側への

修景タ イ プのブロ ッ ク の採用で、景観に配慮し たえん堤の構築も 可能にする も のである。

BSBブロッ ク 　 砂防えん堤工法
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コ ン ク リ ー ト 砂 防 え ん 堤 B S B ブ ロ ッ ク 砂 防 え ん 堤 工 法
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静岡県富士宮市粟倉　 立堀沢（ 国土交通省　 富士砂防工事事務所）

岐阜県揖斐郡池田町宮地　 大津谷（ 揖斐土木事務所）

山梨県山梨市三富徳和　 不動沢（ 峡東建設事務所）

現場写真
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